
 
～都城・三股地区の研究発表～ 

本地区の小体連は、都城市と三股町の４２校で組織さ

れている。本地区でも、コロナ禍における体力の低下や

指導方法の工夫が課題となっている。児童の体力向上

及び健康の保持増進のため、主体的・対話的で深い学

びの視点に立った体育科学習の授業改善に努めてい

る。平成３０年度から体つくり運動の研究を始め、本年度

で４年目となる。 

 研究主題は「進んで運動に親しみ、楽しさを味わう体

育科学習の在り方」、副題は「動きの高まりを意識した体

つくり運動の学習を中心に」としている。 

 

平成２９年度末に体育主任へアンケートを実施した。

体つくり運動の指導に関心や不安のある教員が多いこと

から、本研究を進めてきた。また、コロナ禍における体力

低下が叫ばれる中、体力向上を目的とする体つくり運動

の研究を行うことは大変意義深いと考えた。 

 研究１年目は研究の方向性を検討し、基になる動きの
考え方を整理した。オリエンテーションを工夫することで、
自己の体力等について課題意識をもたせたり、体力の必
要性について理解させたりすることにも繋がった。 
２年目は運動する「楽しさ」の定義付けを図った。動く
楽しさ、分かる楽しさ、伸びる楽しさ、関わる楽しさなどと
とらえ、これらを児童が実感できるように、単元構成や学
習カードを工夫した。 
３年目は、動きの高まりを実感できるような手立てとし

て、基になる動きに焦点を当て、単元構成を検討したり、
基になる動きの系統表を作成したりした。 

４年目となる本年度は、３か年の研究を整理し、授業実践
に取り組んでいる。 

 

研究の全体構想。運動することの楽しさや心地よさを
味わい、自らの伸びを実感できるように、２つの研究内容
を立てた。 
研究内容１が「進んで運動に親しむための工夫」。進
んで運動に親しむために、先を見通して学習していくこと
や自分の学習活動を振り返り、伸びを実感していくことが
求められる。 
研究内容２が「楽しさを味わうための工夫」。運動条件
を工夫したり、動きの高まりを実感できる手立てを講じた

りすることで、動く楽しさ、分かる楽しさ、伸びる楽しさ、関
わる楽しさを味わうことができると考えた。 



 

【研究内容１：進んで運動に親しむための工夫】 

単元全体や１単位時間の流れを検討した。体の動きを

高める必要性を認識し、目的をもって学習を進めること

ができるよう、オリエンテーションの時間を大切に扱う。特

に高学年においては、オリエンテーションの資料を活用

し、日常生活で体力が求められる場面を想定させたり、

動きを高めるためにはどのような運動を行うとよいかを

考えさせたりしながら、体力の必要性を認識させ、意欲的

に学習できるようにした。 

 

単元導入で「基になる動き」に取り組み、その後、条件

を変化させ、運動を工夫・改善しながら、再度単元終末

で「基になる動き」に取り組ませた。そうすることで、「動き

がスムーズになった」「楽にできるようになった」「正確に

できるようになった」など、より動きの高まりを実感できる

ように計画した。運動によっては１単位時間の中でも、基

になる動きに戻すことで、スモールステップで変化を捉え

ることができた。 

 

板書や学習カードの内容を工夫した。動きを視覚化す

ることで、運動の行い方やポイントが分かり、より主体的

に活動することができる。「何が」「どのようになっている」

からできたのかを分析できるように、体や用具の部位に

着目させ、児童が出したキーワードを具体的に示した。 

 

学習カードにおいても、基になる動きのポイントを明確

にしたものや動きの高まりを記述できるものを作成した。

児童の実態に合わせ、ポイントを焦点化した学習カード

にすることで、運動量が確保できるようにした。 



 

【研究内容２：楽しさを味わうための工夫】 

  児童が「伸びる楽しさ」つまり「動きの高まり」を実感

できるように、教師はそれぞれの学年でどのような動きを

身に付けなければならないのかを明確にする必要があ

る。そのため、体つくり運動における「基になる動き」の系

統を整理した。系統性を図った単元構想により、単元全

体や本時の指導事項を明確にし、指導していく。 

  児童自身が「基になる動き」を意識し、動きの系統性

を知ることで、意欲的に動きを高められると考え、児童用

のチェック表も作成した。体育科の時間以外にも自由に

活用し、日常的に体つくり運動に取り組めるように促して

いく。 

 用具や人数、方向などの条件を変えることで、運動の

楽しさや面白さも変わってくる。児童の実態に合わせ、条

件の変化を選択させたり、視点にそって考えさせたりし

た。 

 運動条件を変えて、様々な動きができるように、新学習

指導要領に記載されている動きを基に条件の変化を例

示したカードを作成した。授業の目的に応じて、教師側・

児童側両方が活用できるようにしたいと考えている。 

 

【成果と課題】 

〇 成果 

・  日常生活とつないで考えさせるなど、オリエンテーシ

ョンを工夫したことで、主体的に運動に親しむ児童の

姿を見取ることができた。 

・  「基になる動き」に特化して授業を構成することで、動

きの高まりを感じられる学習となった。 

● 課題 

・  評価方法があいまいになっている部分があり、特に動

きの高まりについては、児童の感覚的なもの頼るところ

が多かったように感じた。今後、ICT を活用したデータ

の記録等、様々な方法で動きの高まりを見取ることが

できればと考えている。 



 


